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　第13回全国伝道セミナーが、5月３日～５日まで安芸

の宮島で開催されました。2年ぶり、観光地で、しかも地

方での開催に、「参加者がいるだろうか？」と心配しなが

ら初日を迎えました。しかし、その心配はまったく必要

ありませんでした。

　世界遺産の厳島神社を通り過ごし、笑顔で集まった参

加者は大人から子どもまで全体で118名。北海道から鹿

児島まで、全国からの参加者が再会を喜び、テーマに期待

を胸を膨らませながらセミナーは始まりました。

　今回のセミナーは、「いやし」～主にある慰めの教会～

をテーマに、まず私たちが癒されることを目指した企画

でした。賀来周一牧師を講師に、スタッフは何回も先生

と話し合い、全体を通して「いやし」を体験していただく

セミナーとしました。そのため３つの柱をすえました。

サックご夫妻によるヒーリングサービス、森祐理さん

（福音歌手）による賛美と証、そして賀来先生による講演。

これを中心に、それをつなぐ形で、いやされる礼拝を企

画しました。もちろん自分達が癒されるだけではありま

せん。癒された私たちがこの恵みを人々に伝えていこう

と思いを新たにしました。

　子どもたちも自然のなかで遊び、大人たちはプログラ

ムに笑って、泣いて、感動した3日間でした。

＞＞＞＞＞  5.3 ～ 5　広島

1  | 第 13 回伝道セミナー
アワーミッションレポート「函館教会」

『勝利の女神も昼寝する』

2  | 牧師の声・信徒の声

東洋と西洋の対話③
3  | 信仰の学び、養いを生涯続ける③

神学生寮の思い出

クリスチャンのライフカレンダー

パレスチナ平和交流のお知らせ

4  | 東京池袋教会宣教 100 年祭

NCC教育部設立100周年記念礼拝

教育と支援活動のための国際会議

LWF 設立 60 周年記念会

るうてるTOPICS

公告、住所変更、他

1  |バイブルメッセージ

川の流れに託すのは

2  |大人を育てる絵本からのメッセージ

HeQi Art 聖書物語

たろこまま「いのちを語る」
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福音版

第13回全国伝道セミナー　

アワーミッションレポート 　函館教会天に向かって……

観光都市･函館市の人口は約30万人。1年間に函館を訪

れる観光客はなんと約500万人に達します（2006年度）。

函館教会の近くにある五稜郭の年間来場者数は、函館山

(ロープウェイ)に次ぐ70万人にも上るといいます。そ

の目玉の一つでもあるタワーは、昨年、老朽化の進んだタ

ワーを壊し、その倍ほどもある新タワー（107ｍ）がお目見

えし、集客に期待がかかるところです。多くの観光客が集

まる五稜郭に近い函館教会は、新タワー完成を受けて、屋

根にメッセージを込め、訪れる人々に証ししています。

「前にも大きな看板を建

てようという話があった

が、半分冗談で終わって

いた」とソベリ師は微笑

を浮かべます。しかし、新

しいタワーが出来て、早速

上まで登ってみた信徒が

「教会がはっきりみえた。

書きましょう」と、以来話

はとんとん拍子に進んだ

と言います。釧路教会の

屋根に教会の名前と十字架が描かれて

いたことを思い出したのも、計画を後

押ししました。6月の役員会で議題とな

り、知り合いの建築家に依頼。教会の増

築工事を担当した方にデザインを頼む

ことにしました。デザインの希望は、教

会の名前と十字架。早速、タワーから写真を撮り、その写

真にデザインしました。十字架には「GOD LOVE」が描かれ

ました。夏に仕上がってからというものの、｢屋根の十字

架をみた｣と観光客が訪れるようになりました。函館を

訪れていたルーテル教会の方がタワーから教会を見つ

けて立ち寄ることもしばしば。函館市内の朝祷会に参加

する他教派のメンバーも積極的に紹介してくれます。

これからの展望や期待として「具体的なイメージはま

だないが、できるだけ、夏場は教会を開けておきたい」

とソベリ師。地域の方にオープンな教会にしたい。教会

をきれいにして誰でも入りやすいようにしたい。決し

て派手さはないが、その思いは目標に向かってただた

だまっすぐ。誠実に思えます。

観光都市･函館市は、ハリストス正教会、カトリック教会、

聖公会をはじめとする数多くの歴史の古いキリスト教会

も観光名所となっています。そのような中にあって、函館

教会は歴史では遠く及ばないが、その存在を通してキリス

トを証しする拠点として新たな歩みを始めています。

函館教会の屋根の十字架は、今日も五稜郭タワーと地域

に、そして神に向かって証ししています。

五稜郭タワーからみた函館教会

函館教会（手前）と五稜郭タワー
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明

九州教区　箱崎教会　信徒

　中
なかむら

村　園
その

< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

九州教区　長崎教会・佐賀教会  牧師

エフェソの信徒への手紙 3章 18 節

あなたがたがすべての聖なる者たちと共に、

キリストの愛の広さ、長さ、高さ、深さがどれほ

どであるかを理解し、人の知識をはるかに超え

るこの愛を知るようになり、そしてついには、神

の満ちあふれる豊かさのすべてにあずかり、

それによって満たされるように
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平岡（以下「平」）：私達は御言葉を聞きます。聖書日課

に従った聖書朗読と説教を通して。

Lathrop（以下「L」）：キリスト教典礼の中心は私達が捧

げる神への讃美や捧げものではなく、神から私達

に与えられた驚くべき賜物にあります。日曜日、

私達が礼拝に集まる時、そこに聖書が与えられ朗

読されるのを聞きます。

平：説教者によって語られる御言葉は、「教会成長」と

いう収穫をもたらすためではなく、信仰の成長を

もたらす神の恵みを受け取るため私達に与えら

れた賜物です。

Ｌ：聖書は困窮している人々、罪や死、喪失に苦しむ

人々の物語で溢れています。物語は全ての人々に

ついて語り、私達の場所もまた、その物語りの中に

あります。

平：現実の中で自分自身の場所を見失い絶望する時

でさえ、私たちは聖書の中に自分の居場所を持つ

のです。私達の叫びを聞き届ける神の恵みと平和

に満ちた場所を。

Ｌ：聖書はまた、神の激しい熱情故の裁きと限りない憐

れみについて語ります。御言葉が朗読される時、私

達はこの神の御前に立ち神と顔と顔を合わせます。

そして、その御言葉の中心には、福音書の朗読で語

られ、説教者によって指し示されるイエス・キリス

ト―十字架につけられ甦られたお方がおられるの

です。だから、まさにイエス・キリストは、聖書が語

る神の約束の要約であると言えるでしょう。

平：イエス・キリストこそ、受肉した神の言葉です。

Ｌ：イエス・キリストは、全ての人に与えられた神の

大いなる憐れみです。聖書が朗読され説教される

時、イエス・キリストは私達の集まりの只中にお

られ私達にその両手の釘跡を示し、神の恵みと平

和を告げ知らせます。（エフェソ１:２)そしてそ

の時、私達はトマスと共にこう応えるのです。「私

の主。私の神よ」

第 3回　私達は御言葉を聞きます。（聖書朗読　福音　説教）
「わたしたちの父である神と主イエス・キリストからの恵みと平和が、あなたがたにあるように」

（エフェソの信徒への手紙　1章2節）
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＊お詫びと訂正
　５月号の「東洋と西洋の対話」に誤りがありました。正しくは「キリエ･エ
レイソン」です。訂正しお詫びもうしあげます。
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　あなたは、ある人の言葉につまづき他の

教会へ転会して行きました。心が痛みま

す。その傷は教会を変われば癒されます

か？　心の中では、許しているのではあり

ませんか？

　教会生活は、礼拝を中心として主の賜物

を受け、世に遣わされて行くキリスト者の

共同体と言われていますね。そして、相互

の交わりが密になればなるほど、人として

のシミもしわも見えてしまいます。「それ

でもクリスチャン？」と考えてしまいま

す。信徒にはいろいろの賜物があります。

病床にいる方の賜物も、元気一杯の方の賜

物も同じく大切です。そして、誰かが痛め

ば皆が痛む。誰かが喜べば皆が喜ぶ。一人

が奉仕をすれば皆が手伝う。

　悩んだ末かもしれませんが、相手のため

にも自分のためにも、人を裁いてしまわな

いほうが良いですね。教会は、神さま中心

の交わりですから、導きを祈りましょう。

　心を新たにし、何が神さまの御心であ

るかを聴いてみませんか？　主の聖霊を

信じて。
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■ 募 集 要 項 ■■■■■■■■■■■

目的：ベツレヘム･クリスマス･ルーテル

教会との平和交流プログラム

日程：2007年11月12日(月)～22日(木)

人数：10名程度

費用：30万円（予定）

締切：2007年9月2日 
*情勢を見て十分検討し、危険が予想さ
れれば、申込み受付後しかるべき時期
に中止となることもあります。

■ 問合せ･申込先 ■■■■■■■■■■

教会事務局宣教室
FAX 　　 03-3260-1948 
e-mail　mission04@jelc.or.jp

備考：日本文化を紹介する企画にて特技を
提供してくださる方歓迎いたします。

パレスチナ平和交流ツアー

参加者募集

聖歌隊のメンバーと（後列中央が筆者）

―第14回―

　ルーテル学院大学・神学校名誉教授

徳善 義和

北海道特別教区長
恵み野教会

藤井 邦昭

■募金活動にご協力下さい■

　従来の寮棟を『ルターホール』と名称

を変え大改修します。この事業にご理解

いただき、ぜひとも募金にご賛同、ご協

力お願いいたします。

募集期間　2007年４月～2009年３月

送 金 先 　学校法人 ルーテル学院

取扱機関　郵便振替口座00140-2171183
（所定の郵便振替用紙をご利用下さい）

銀行口座　三菱東京UFJ銀行三鷹支店

普通口座　4126089

名    義　学校法人 ルーテル学院

【お問い合せ】

ルーテル学院大学･神学校後援会（0422-31-4611）

教会事務局（03-3260-8631）
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ルーテル世界連盟（LWF）
設立60周年記念会
スウェーデン・ルンド

TOPICS  4月～5月　

4月11～18日 ニッカリコスキSLEY会長来日
　フィンランド・ルーテル福音協会会長で
あるニッカリコスキ牧師ご夫妻は、東京池
袋教会宣教100年祭への招待に応じ、来日
した。来日にあわせて、日本福音ルーテル
教会執行部との懇談と会食のときも用意さ
れ、さらなる協力関係の構築を確認した。

4月16～17日 PM21リーダー会議

4月24日 神学生寮設置のためのチャリティーコンサート
　ルーテル市ヶ谷センターを会場に、オルガニス
トの湯口依子氏をお招きしての「チャリティーコ
ンサート」が開催された。
　会場は満席で、補助席を必要とする大盛況で、約
230名の出席であった。コンサートのチケットの売
上げも300枚を超え、無事終えることが出来た。

5月3～5日 第13回全国伝道セミナー（1面記事参照）

5月11～20日 シーグフリード・テッパー　チャリティコンサート
　5月11日から全国9ヶ所で日本福音ルーテル教会
世界宣教委員会・日本福音ルーテル社団主催、テッ
パー氏によるピアノコンサートが開催された。
　JELCの連帯献金をはじめ、海外の子どもたちの支
援のために捧げられる予定。

5月14～15日 牧師補研修
　ルーテル市ヶ谷センターにて、牧師補研修
が行われた。主題を「日本福音ルーテル教会の
教職、その責任と働き」とし、関野和寛、西川晶
子、花城裕一朗各牧師補による自己研修課題
の最終報告と最終評価を発表した。

 LWFメコンミッション会議
　5月14日、15日にカンボジアの首都プノンペンでメコンミッション会議
が開かれた。この会議はＬＷＦが主催である。
　この地域での宣教を目指すアジアのルーテル教会と、ヨーロッパとアメ
リカの教会及び宣教会が協力しあって、メコン川流域諸国に福音を伝える
ための総合プランを計画することが主旨である。
　JELAとわかちあいプロジェクトが共同で計画中であるカンボジアの小学
校建設支援に協力する計画を進めている。また、JELCからボランティアを派
遣することも計画中である。

5月21～22日 宣教会議
　「教区の伝道部長のミッションを明確化する」をテーマに5月21～ 22日
にルーテル市ヶ谷センターにて行われた。
　詳しくは「るうてる」７月号にて、掲載予定。
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